
【新様式】

□採用選考時に配慮すべきポイント－２

● 採用選考時の「健康診断」を実施しようとする場合は、例えば、血液検査、色

覚などの項目ごとに、当該健康診断が応募者の適性と能力を判断する上で真に必

要であるかについて、十分慎重に検討してください。また、真に必要な場合であ

っても予め応募者に十分な説明を行ってから実施しましょう。

・ 採用選考時にその必要性を慎重に検討することなく健康診断を実施すること

、 、は 応募者の適性と能力を判断する上で必要のない事項を把握する可能性があり

結果として就職差別につながるおそれがあります。

・ 労働安全衛生規則第 条「雇入時の健康診断」の規定は、採用選考時に健康43
診断を実施することを義務付けたものではありません。この規定は、常時使用す

る労働者を雇い入れた際における適正配置、就職後の健康管理に役立てるために

実施するものです。

・ 「色覚」について、具体的な職務との関連性が明確にされていないまま採用条

件とすると、色覚異常者が不当に差別されるおそれがあります。採用選考時に職

務内容との関連で検査結果判定を求める必要がある場合には、公共職業安定所と

相談の上、合理的な理由を求人票に明記するなど、その理由を明らかにしましょ

う。



◆中学校卒業者応募書類「職業相談票(乙)」の改定について◆

□中学校卒業者応募書類「職業相談票(乙)」について

新規中学校卒業者の採用選考時における応募書類は、応募者の適性と能力に基づ

いて差別のない公正な採用選考が行われるよう 「全国高等学校統一応募書類」に、

準じて、文部科学省及び厚生労働省の協議によりその様式を「職業相談票(乙)」と

して定め、事業主の皆様方をはじめ関係者の御理解と御協力を得ながら、使用の徹

底を図ってまいりました。

□様式の一部改定について

●改定の趣旨

応募者の適性と能力に基づく公正な採用選考を確保するという様式制定の趣旨を

、「 」 。踏まえつつ 全国高等学校統一応募書類 の改定に準じて改定を行っております

【新様式】

★公正な採用選考について★

採用選考に際しましては、応募者の

適性と能力に基づく、差別のない公正

な採用選考が行われますよう、一層の

御理解と御協力をお願いします。

厚生労働省・ハローワーク（公共職業安定所）




